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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 電気カミソリ等の私物管理の雑さが目立っています。個人の者は必ず記名する様徹底しましょう。

· 二層式洗濯機が故障しており、現在修理中です。いつ直るかは不明です。

· 今後カンファレンスにて疾病についての勉強会が行われます。別紙に統合失調症について載せてありますので、各自、統合失調症についての知識を習得してください。

＜患者様連絡事項＞

・大渡　福蔵様～1／25（金）に当院の歯科受診を行っていますが、じっとしている事が出来ず歯科受診は中止となっています。食事の際は咀嚼・嚥下状態の観察を行い、誤嚥防止に努めましょう。又、食後の口腔ケアも行いましょう。

・山内　公博様～1／25（金）北村皮膚科を受診されています。前回同様の内服薬を２週間分持参されています。御家族の都合により、１週間後の面会又は電話にて皮膚の状態を知りたいとの事でしたので、周知お願いします。

・三浦　一男様～本日、御家族（息子）が来られ、現在の状態を伝えています。仙骨部の褥瘡の改善が見られない事から、先日、主治医指示にて「褥瘡セット」の採血を行っています。結果、銅の値が悪く、栄養補助食品を今後取り入れて行く事説明し、了承を得ています。当院の発注になります。又、今後について、積極的な治療は望まず、対症療法で様子をみて下さいとの事でした。

・玉井　クニ子様～昨日、39℃台の発熱見られた事から、抗生剤が本日昼より３日分臨時処方となっています。引き続き、バイタル測定・栄養状況の把握をし、ケアを行っていきましょう。本日は、千葉良Ｄｒから処方され、1／29（火）朝で薬が切れますので、主治医の安ケ平Ｄｒに情報提供し指示を受けて下さい。発熱時の予測指示3日分もあります。

・山下　さき様～食事摂取時の汁物でのむせ込みが目立っています。本日夕より汁物トロ

ミへ変更となっています。摂取状態の観察をしましょう。本人様了承し

ています。

＜転入患者様連絡事項＞

　向山　忠義様（67）男性　主：アルツハイマー型認知症、アルコール性精神病

　　　　　　　　　　　　　副：脳梗塞後遺症、糖尿病、Ｃ型肝炎、誤嚥性肺炎、貧血

　　　　　　　　　　　　　主治医：田名部Ｄｒ　ＳＷ：下平　受け持ち：岩藤

· 経管栄養（アイソジェン2Ｐ－2Ｐ－2Ｐ）

· 歩行時のふらつきに注意

· 自らトイレに行くが、便器周辺を汚してしまう（時折オムツ内に尿失禁見られる為、リハビリパンツ使用←当院発注）

· 業者洗濯

· 買い物カードあり

経管栄養であるにも関わらず、他者からコーヒーを貰う事ある為経管栄養中は観察を行い、本人へもその都度説明していきましょう。

＜ケア検討：食事＞

・山下　さき様～現在、汁物摂取時のむせ込み見られています。本人は風邪による咳嗽と思われている為、主治医へ情報提供し食事形態について検討していきましょう。→汁物トロミへ変更しています。

・鈴木　サダ様～現在、軽食を摂取されていますが、本人より量が多いという事で軽々食にしたいとの希望が聞かれています。全量摂取する事や残食する事など摂取量にムラがありますので、活動量や気分変動などに注意し、食事摂取量の観察を行っていきましょう。

勉強会：統合失調症について

第１回目（テキスト1～3）

1．統合失調症とはどんな病気？

　統合失調症とは主に、青年期ないし成人前期（15～30歳）に発病し、幻覚や妄想などの症状に加えて意欲が無くなったり、まとまりのない発言や行動が出現したり、自分の部屋に閉じこもりがちとなり、日常生活に支障をきたしてしまう病気です。およそ100人に１人の割合で発症する、決して珍しくない病気です。

2．どうしてなるの？（原因について）

　統合失調症は脳内の生化学的異常が起こり、発病に至ります。

　脳内では、色々な情報を伝達する為に、色々な物質が働いています。その物質が、働きすぎたり、怠けたり、正常に働くことが出来なくなると、統合失調症の症状が現れてきます。統合失調症は脳の病気なのです。

３．どんな経過を辿ってしまうの？

　①前触れの時期

　　初期症状として、イライラや不眠、倦怠感、思考力の低下などが見られます。身体的な異常を訴えることもあります。また、周囲や家族に無関心で閉じこもりがちとなり、人と会うのを避けるようになります。再発の前触れ症状でもあり、この段階で治療を受けられれば、再発防止も可能です。

　

②急性期

　　幻覚や妄想、興奮、不眠等の症状が強いので、とても苦しい時期です。そして、不愉快な体験や恐怖を感じる時期です。このような症状があると、食事も出来ず、部屋に閉じこもったり、暴れたり、叫んだりします。普通の生活が送れなくなってしまいます。

　③休息期

　　急性期の苦しい時期を体験し、体力を使い、疲れ果てている時期です。この時期は動きたくても動く事はできません。ゆっくり休んで、体力の回復を待ちましょう。

　④回復期

　　回復が進んでくると、徐々に陰性症状が治まってきます。感情がよみがえり対話の量も増え、周囲に関心を持つようになります。また、買い物など外出するようになります。







